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要綱（骨子）

１ 自由刑の単一化

一 新たな自由刑（以下「新自由刑」と仮称する ）の創設。

１ 刑の種類

死刑，新自由刑，罰金，拘留及び科料を主刑とし，没収を付加刑とする

ものとする。

２ 新自由刑（懲役及び禁錮の単一化）

懲役及び禁錮を，新自由刑として単一化する。㈠

新自由刑は，無期及び有期とし，有期新自由刑は，１月以上２０年㈡

以下とするものとする。

㈢ 新自由刑は，刑事施設に拘置するものとする。

㈣ 新自由刑に処せられた者には，改善更生を図るため，必要な作業を行

わせ，又は必要な指導を行うことができるものとする。

３ 新自由刑等の加重減軽

死刑又は無期の新自由刑を減軽して有期の新自由刑とする場合には，㈠

その長期を３０年とするものとする。

有期の新自由刑を加重する場合には３０年にまで上げることができ，㈡

これを減軽する場合には１月未満に下げることができるものとする。

新自由刑に処せられた者がその執行を終わった日又はその執行の免㈢

除を得た日から５年以内に更に罪を犯した場合において，その者を有期

の新自由刑に処するときは，再犯とし，再犯の刑は，その罪について定

めた新自由刑の長期の２倍以下とするものとする。

死刑を減軽するときは，無期の新自由刑又は１０年以上の新自由刑㈣

とするものとし，無期の新自由刑を減軽するときは，７年以上の有期の

新自由刑とし，有期の新自由刑を減軽するときは，その長期及び短期の

２分の１を減ずるものとする。

４ 各則の罪の法定刑

無期懲役及び無期禁錮は，無期新自由刑に改め，有期懲役及び有期禁錮

は 「懲役 「禁錮 「懲役又は（若しくは）禁錮」のいずれの場合にお， 」， 」，

いても，長期及び短期を現行のものと同じくする有期新自由刑に改めるも

のとする。

二 拘留に関する規定の整備

１ 拘留は，１日以上３０日未満とし，刑事施設に拘置するものとする。

， ， ，２ 拘留に処せられた者には 改善更生を図るため 必要な作業を行わせ

ものとする。又は必要な指導を行うことができる
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